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１．総 括 
令和２年１月国内で最初の感染者が確認された新型コロナウイルス感染症も、令和

５年５月には感染症法上の位置付けが季節性インフルエンザと同じ「５類」に引き下

げられ、基本的な感染症対策を行いながらではありますが、社会経済活動も徐々に回

復してきました。 

一方で、燃料費高騰や物価高騰などの現象が起こり、予断を許さない状況であり、

また、孤独孤立や引きこもりなど、これまで表面化してこなかった社会問題も発生し

ており、誰一人とり残さない社会福祉の取組の必要性が問われております。 

こうした中、草津市社会福祉協議会はコロナ禍の経験を踏まえ、ＩＣＴの活用など

により効果的な事業展開を図りつつ、一人ひとりの顔が見える地域福祉活動を進めて

きました。 

徐々にではありますが、先の社会問題に危機感を持ち、主体的に踏み出そうとして

いる住民の姿があり、身近な暮らしの場で支えあう地域の特徴ある福祉活動が広がっ

ております。 

令和５年度は第４次地域福祉活動計画の２年目にあたり、計画の着実な実行に取り

組み、基本理念である「誰もが こころ温かく支えあい 住みつづけたい 福祉のま

ち・くさつ」を目指し、一人ひとりが尊重される地域共生社会の実現をめざしてまい

りました。 

 

 

重点項目への取組 

地域福祉に関する新たな周知啓発方法の開発 

・広報紙「社協くさつ」を年４回発行するとともに、希望される方には点字版も発

行し、ホームページのリニューアル後も更新に努め、職員による「出前講座」を

行うことで、地域福祉の周知啓発に努めました。 

 

地域福祉活動の担い手づくり 

・福祉教養大学や大学院を開講し、人材の育成に努め、学区社協への活動助成を行

うとともに、福祉委員の設置促進を手引や学習会を通して行うことで、地域の福

祉活動の担い手づくりを進めました。 

 

地域で支えあう仕組みづくり 

・生活支援体制整備事業では地域支え合い推進員の配置と協議体を設置すること

で、地域で支えあう仕組みを推進するとともに、地域支えあい運送支援などの社

会資源の発掘に努め、フードバンクセンターや福祉機器リサイクルを活性化し、

地域福祉の活動を進める関係団体への支援を行うことで、地域で支えあう仕組み

づくりを行いました。 

 

若い世代のボランティア活動のきっかけづくり 

・ペットボトルキャップやプルトップ、使用済み切手の収集など、収集ボランティ

アを広げるとともに、ボランティアマルシェの開催を通して、ボランティア活動

に興味を持っていただき、若い世帯のボランティア活動のきっかけづくりを行い

ました。 
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新たなボランティア発掘の仕組みづくり 

・福祉教養大学院の卒業生が立ち上げたボランティアグループに助成を行い、グル

ープ活動拡大を行うとともに、ボランティアマルシェを開催し、ボランティアグ

ループ・地域サロン活動リストを作成することで、新たなボランティア発掘の仕

組みづくりを行いました。 

 

分野を超えたつながりづくり 

・善意銀行の運用と活用により寄付金や寄付物品を募り、市民の福祉活動への寄付

意識の醸成に努め、分野を超えたつながりづくりを行いました。 

 

学区社協をはじめとした地域福祉活動支援 

・学区社協会長会の開催を通して、地域の連携を図り、学区社協便覧の作成等を行

い、地域福祉活動の推進の拠点となる学区社協を支援することで、学区社協をは

じめとした地域福祉活動支援を行いました。 

 

ボランティアセンターの機能強化 

・ボランティアグループや個人ボランティアとの協力のもと、ボランティアニーズ

の調整やマッチング、ボランティアのＰＲなど、ボランティアセンターがボラン

ティア活動の拠点となるよう、ボランティアセンターの機能強化を行いました。 

 

包括的な相談体制の構築 

・生活つなぎ資金や生活福祉資金の貸付を行うとともに、相談員や弁護士の協力の

もと、心配ごと相談所の運営を行い、年末には歳末たすけあい見舞金を配布する

ことで、包括的な相談体制の構築を行いました。 

 

地域福祉活動推進に要する財源確保 

・社協の広報紙である「社協くさつ」やホームページの有料広告を行い、社協のマ

スコットである「ふくちゃん」の啓発を行うとともに、赤い羽根共同募金運動や

赤十字事業の推進を図ることで、地域福祉活動推進に要する財源確保を行いまし

た。 
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２．事業報告 
 

Ⅰ.住民主体の福祉のまちづくり 
～参加と協働の地域福祉活動の推進～   

 

基本目標 1 福祉の風土づくり 
～福祉の風土を広げ、地域のくらしの課題を他人ごととしない、 

地域福祉力の向上をめざします～ 
福祉教育や啓発活動の充実に取り組み、尊重され、くらしの課題を他人ごととし

ない福祉の風土を広げ、課題を受け止め支え合いの活動を進めます。 

 

 

（１） 地域福祉に関する新たな周知啓発方法の開発 重点 
  見える社協、魅せる社協活動をめざして積極的な広報啓発を行い、住民への周知・

啓発を行うことで、地域の取組に関心をもつ人を増やし、地域の福祉力アップを図り

ます。 

 

 

●広報紙「社協くさつ」発行事業            2,005,573円 
   市社協広報紙「社協くさつ」を年４回発行し、回覧や全戸配布により、市社協事業や住

民の福祉活動に関する情報発信を行いました。 

    

○令和５年 ７月１日号（Ｎｏ．１７７） 【発行部数  ４，３５０部（回覧）】 

○令和５年 ９月１日号（Ｎｏ．１７８） 【発行部数 ５８，５００部】 

○令和５年１１月１日号（Ｎｏ．１７９） 【発行部数 ５８，５００部】 

○令和６年 ３月１日号（Ｎｏ．１８０） 【発行部数 ５８，５００部】 

【主な掲載記事】  

市社協の運営に 

関すること 

・令和４年度決算および令和５年度の主な事業 

・役員および評議員交代 

地域・団体の活動に 

関すること 

・くさつをさいこうにするつながり通信 

・障害児者介護者リフレッシュ事業 

ボランティアに 

関すること  

・はーいボランティアセンターです！ 

・送迎ボランティア募集、 ・草津市ボランティア連絡協議会 

・草津市社協事業協力ボランティア育成講座 

地域サロンに 

関すること 

・地域サロン立ち上げ講座  ・地域サロン交流会 

・地域サロン活動のご紹介  ・まごころ便 

災害ボランティアセ

ンターに関すること 

・災害ボランティアセンター運営協力者募集 

・災害ボランティアセンター運営訓練・研修会実施 

赤い羽根共同募金に 

関すること 

・赤い羽根共同募金 

・歳末たすけあい見舞金 

日本赤十字社に 

関すること 

・赤十字奉仕団員募集   ・災害義援金・救援金の受付 

・赤十字活動のご紹介 

講座・研修に 

関すること 

・草津市福祉教養大学・大学院 

・ひきこもり支援を考えるフォーラム 

その他市社協事業に 

関すること 

草津市社会福祉協議会功労者表彰、フードドライブ事業、 

チューリップ事業、電話訪問、特例貸付の返済相談、他 
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●ホームページ運営事業                  275,000 円  
  市社協事業や地域での取組の情報発信や、ボランティアや寄付の募集を効果的に行うこ

とができるよう、制作業者のノウハウを活用しながら内容の見直しを随時行い、使いやす

さや見やすさの向上に努めました。 

   

○ホームページアクセス総数 …８３，０２６件／年 

 

 

●近所力アップ講座（出前講座）               2,128 円  
地域に職員が出向き、より身近な福祉の専門職として、住民同士のつながりや地域福祉 

活動の大切さを伝えました。 

学区 開催日 内容 参加者 

草津 
（草津学区社協） 

令和５年 

８月６日（日） 

災害ボランティアセンターの取組をと

おした地域福祉活動の大切さ 

～日常的なつながりが災害に強いまち

をつくる～ 

５５人 

玉川 
（桜ヶ丘町内会） 

令和６年 

２月３日（土） 

草津の魅力を再発見 

～心温まる物語にふれましょう～ 

６０人 

 

 

●「広報くさつ」点字版作成・配付事業           378,000 円 
視覚障害があり、「広報くさつ」の点字版または墨字版の配付を希望される方に配布し

ました。点訳は草津点字グループ「あゆみ会」に委託しました。 

配付対象 配付先人数等 配付数 

視覚障害者 ３人 点字版３６部 

障害者福祉センター １カ所 
点字版１２部 

墨字版１２部 

草津市広報課 １カ所 墨字版１２部 

 

＜関連する事業＞ 
 ・福祉教育の推進   ・市社協キャラクター「ふくちゃん」啓発 

 

（２） 若い世代に福祉風土を広げる 
 特に若い世代を対象に、福祉教育やボランティアのきっかけづくりに取り組むこと

で、小さいときから福祉を身近に感じてもらい、若年層の福祉風土を広げていきます。 

 

●社会福祉功労者表彰式典                 168,444 円 
長年にわたり地域福祉の推進に尽力された個人・団体を表彰するとともに、社会福祉の

向上のためご寄付をされた個人・団体に感謝の意を表しました。 

また「滋賀県共同募金会会長顕彰」として、長年にわたり共同募金運動の推進に尽力さ

れた個人・団体を表彰するとともに、赤い羽根共同募金運動に多額のご寄付をされた個

人・団体に感謝の意を表しました。 

   ○式典開催日：令和５年１１月１８日（土） 

   ○開催場所 ：草津市役所 ８階大会議室 
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【社会福祉功労者表彰】 

 内      容 被表彰者 

表彰 

長年にわたり社会福祉協議会、社会福祉施設および民間社会

福祉事業関係団体等の役員として地域福祉活動の推進に尽力

された方々 

４人 

長年にわたり率先して活動を行い、社会福祉活動の推進に寄

与した者 
１０人 

長年にわたり社会福祉活動の推進に寄与した団体 １２団体 

長年にわたり社会福祉の向上のため多額の寄付をいただいた

団体 
１団体 

福祉活動推進校として授業および活動等に尽力された学校 １校 

 

感謝 

社会福祉の向上のため寄付をいただいた方々 １０人 

社会福祉の向上のため寄付をいただいた団体 １１団体 

 社会福祉活動に積極的に協力いただき、その功績顕著な方々 ２人 

 

【滋賀県共同募金会会長顕彰】 

 内      容 被表彰者 

表彰状 
長年にわたり共同募金運動の推進に尽力され本県民間社会福

祉事業の発展に大きく貢献された団体 

３人 

１団体 

感謝状 
赤い羽根共同募金運動の趣旨に賛同して毎年寄付をされ本県

民間社会福祉事業の発展に大きく貢献された法人 

１人 

５団体 

 

 

●福祉教育の推進・ボランティア体験教室                 902円 
ボランティアや地域福祉活動の理解を広げるため、ボランティア体験教室や学校等の福

祉教育を支援しました。また、小中学校の子ども達への福祉教育の推進を目的として「福

祉教育のてびき」を作成し、福祉教育の教材資料として子どもや教師に配布しました。 

 

 
実施 

回数 

実施内容 内訳 

車いす 

体験 

点字 

体験 

手話 

体験 

盲導犬の 

理解 

視覚障

害者の

理解 

高齢者

疑似体

験等 

幼・保 １ ０ ０ １ ０ ０ ０ 

小学校 ２０ １ ７ ６ ３ ２ １ 

中学校 ４ ０ １ １ ０ １ １ 

高校 １ ０ １ ０ ０ ０ ０ 

その他 １０ ０ １ １ ０ １ ７ 

計 ３６ １ １０ ９ ３ ４ ９ 

 

 

＜関連する事業＞ 
・近所力アップ講座       ・市社協キャラクター「ふくちゃん」啓発 

  ・ボランティア活動支援事業    
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（３） 住民どうしが互いに見守り・気にかけあう関係を広げる 
  住民どうしがつながり合い、お互いを見守り・気にかけあう関係をつくることで、

日々の生活や地域の困りごとに気づく人を増やし、地域の福祉力の向上に努めてい

きます。 

 

●チューリップ事業（つながりサポート事業）      3,053,184円 
   コロナ禍において、貧困・孤立・孤独により不安を抱える女性が、社会の絆・つながり

を回復することができるよう、生理用品や食料品の配付を通じて、対象者を必要な相談窓

口や各種サービスにつなげるとともに、地域の支援者につなげました。また、連携会議や

研修会を実施し、地域の居場所開設など、施策連携・公民連携・地域連携の３連携による

支援体制の強化を図りました。 

 

【生理用品配布窓口一覧（１９カ所）】  ◎…食糧品も提供 

キラリエ内 男女共同参画センター、人権センター、◎草津市社協 

市役所内 
◎人とくらしのサポートセンター 

子ども家庭・若者課、家庭児童相談室、健康増進課、生活安心課 

その他施設等 
ハローワーク草津、草津市障害福祉センター、発達支援センター、 

草津市立図書館、フードバンク滋賀 

地域窓口拠点 
ゆかい家、ふれあいハウス絆、志津まちづくりセンター 

玉川まちづくりセンター、南笠東まちづくりセンター、新田会館 

 

○年間の提供数 

・８３８セット（１セット＝昼用２０個入り×１袋と夜用１０個入り×１袋） 

・個包装 ・・・１，２０６個（キラリエおよび図書館の各トイレに設置） 

・小中学校・・・７，３３２個（２０校） 

 

○関係機関会議・・・２回開催（１８機関が参加） 

 

○研修会 ・・・・・テーマ：「対人援助に役立つ相談基礎」 （参加者６８名） 

 

○居場所開設 

 ＜草津学区社協活動拠点ゆかい家にて＞ 

・レディースカフェ ・・・・・・週２回（年間約７０回）開催 

・ポーセラーツイベント開催・・・計２回開催 （参加者１５名） 

・「明るい不登校の会」への会場提供協力 

・・・・・・計１０回開催（参加者平均８名）  

・相談者 １１名 

 

＜志津南学区社協にて＞ 

・クリスマスガーランドイベント…１回開催 （参加者３３名） 

 

○年間の寄付受付数 

３９０袋  （うち企業・関係機関：３３４袋、 個人：５６袋） 
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●ひきこもり者と家族が孤立しない地域支援体制づくり事業 100,000円 

「第５回ひきこもり支援を考えるフォーラム」 
   社会参加や対人交流に不安を抱え、自宅でひきこもり状態にある方への適切な支援につ

いて理解を深める場として、フォーラムを開催しました。開催にあたっては、湖南地域

各市社協と滋賀県社協で湖南地域ひきこもり支援フォーラム実行委員会を設置し、支援

技術の向上につなげることができるよう、市民や関係機関に広く周知して実施しまし

た。 

開催日 内容・講師 参加者 

令和６年 

２月７日（水） 

本人や家族の心情をどう理解し寄り添うのか 

～「ひきこもり」から温かい地域づくりを考える～ 

講師：ＫＨＪ全国ひきこもり家族会連合会  

事務局長 上田 理香さん 

６９名 

 

 

●社会を明るくする運動                 110,000円 

   法務省の主唱により、すべての国民が犯罪防止と、罪を犯した人たちの更生について

理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪のない明るい社会を築く目的で

各関係機関・各団体が運動に関する啓発と作文コンテスト※を実施しました。 

    

○街頭啓発 

   草津駅、南草津駅にてのぼり旗を掲出し、啓発に取り組みました。 

また、７月３日には草津駅・南草津駅前で協力団体とともに、啓発品を配布しなが

ら、市民等に対して運動の意義を啓発しました。 

 

協力団体 

草津保護区草津支部保護司会、草津市青少年育成市民会議、 

草津市更生保護女性会、草津市ＢＢＳ会、草津警察署生活安全課、 

草津市青少年補導委員会、草津市、草津市教育委員会、 

草津市学区・区社会福祉協議会会長会 

  

※作文コンテスト …令和５年度は、作文の応募はありませんでした。 

 

 

●地域サロン活動支援                 9,677,694円 
地域サロン活動を通して、高齢者の見守り活動を推進し、身近な場所で支え合う関係づ

くりの構築を目的として、高齢者の介護予防と自立を促進するためにサロン活動の拡充に

努めました。 

 

○新たに設置された地域サロン ・・・・３団体 

○解散した地域サロン     ・・・・２団体 

○運営相談並びに情報提供   ・・・１４７件 

○地域サロン訪問       ・・・・・４件       

○地域サロンとボランティアの需給調整 ２５件 

 

 

 

 

 

 



 

8 

 

【年度別サロン数】 

 

 

 

 

【地域サロン参加者・活動者状況】 

 
 

 

 

 

【学区別地域サロン開催状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※Ａタイプ・・・年間開催回数が 20回以上 

Ｂタイプ・・・年間開催回数が 10～19回 

 

 

  

令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和２年度 

１４６サロン １５７サロン １５７サロン １５８サロン 

 令和５年度 令和４年度 

年間参加者延べ人数 ６２，１５５人 ６２，１６４人 

年間運営ボランティア数 １９，４６８人 １９，９６２人 
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●地域サロンの運営支援（交流会および立上げ支援）    336,339円   
  地域サロンの運営者が交流する場として地域サロン交流会を開催し、運営者同士のつな

がりづくりや地域サロン運営に関する課題や困りごとについて意見交換を行うとともに、

企画の参考となるボランティア活動やアイテム制作を体験できる機会を提供しました。 

  また、地域サロンの新規立ち上げを支援するために地域サロン立ち上げ講座を開催し、 

 立ち上げを検討しておられる方が抱えている疑問や課題を解消できるよう、既存地域サロ

ン運営者や市担当者から地域サロンの意義や活動内容について説明しました。 

 

【交流会】 

開催日 内容・講師 参加者 

令和５年 

１２月１５日（金） 

 

① ウェルカム演奏 

クラリネットの音色を楽しみましょう 

協力：澤田 誠一さん 

② 蓄音機コンサート 

昔懐かしい映像と SP盤の音色を楽しみましょう 

協力：音竹さん 

③ 数字合わせ 

協力：ボランティアグループふくちゃん 

④ 地域サロンで役立つアイテムづくりと交流会 

協力：地域サロン応援の会“一心たすけ” 

６６名 

（４１ 

サロン） 

 

【立ち上げ講座】 

開催日 内容・講師 参加者 

令和６年 

１月１９日（金） 

 

①「地域サロンの役割」 草津市長寿いきがい課 

②地域サロン活動紹介 

～地域サロンで大切にしていること～ 

・ぽかぽかサロン岡 中瀬清美さん 

・なごやかサロン 辻 和巳さん 服部孫司さん 

③「地域サロンのてびき」  市社協 

④地域サロンなんでも相談 

 

１１名 

 

●炊き込みご飯「まごころ便」の実施            54,661円 
コロナ禍でも、地域サロンの活動者の前向きな気持ちを応援し、参加される高齢者に笑

顔になっていただけるよう、草津市赤十字奉仕団と草津市社会福祉協議会がコラボして、

「炊き込みご飯」を作りました。 

活動４年目を迎える今年度も、想定を上回る申込みをいただき、計６５３個の炊き込み

ご飯を地域サロンにお配りしました。 

 

 

 

 

 

 

＜関連する事業＞ 
 ・近所力アップ講座  ・福祉委員設置促進  ・ボランティア活動支援事業 

・市社協事業協力ボランティア育成講座 

実施日 応援サロン数 個数 

１０月１８日（水） １６サロン ３２８個 

１１月１６日（木） １３サロン ３２５個 

    合計 ２９サロン ６５３個 
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基本目標２ 住民主体の活動づくり 
～地域の困りごとを話し合い、未来に向けた人づくり・活動を考える～ 

くらしの課題を共有し、課題の解決に向けての地域福祉力向上を図るため、人づ

くりと支えあう体制づくりを進めます。 

 

 

（１） 小学校区を基盤とした地域福祉力の向上 
身近な地域の集まりである町内会が所属する小学校区を、重要な地域のまとまりと

して据え、小学校区の地域の特徴を踏まえた上で、地域福祉力の向上と住民主体の地

域福祉活動の発展のため、その基礎をなす人づくり、支えあう体制をつくります。 

 

 

（１－１） 地域福祉活動の担い手づくり 重点 
地域福祉を推進するため、各学区の地域福祉活動の基礎となる人づくりを、より 

一層進めます。 

 

 

●第６回草津市福祉教養大学               621,291円 
地域の担い手不足と言われている現状を打破し、地域福祉活動者のすそ野を広げることを

目的に「福祉教養大学」を実施しました。今年度は「生きる・活きる ～自分のため、地域

のため～」をテーマに、幅広い分野の講師に講演いただき、今まで福祉に興味がなかった方

にも多くご参加いただきました。また、５講座全てを受講された方々には、卒業証書を授与

し、今後の活動の励みにしていただきました。 

 

【第６回草津市福祉教養大学 基礎課程】           延べ参加者：２３７人 

 開催日 内容・講師 参加者 

入学式 

第１講座 

令和５年 

８月１８日（金） 

「写真が語る、いのちのバトンリレー 

  ～地域をつくり 世をつくる～」 

・講師：写真家・ジャーナリスト 

    國森康弘さん 

２３人 

第２講座 ９月２１日（木） 

「老いを支える医師から見た人生観」 

・講師：おぐまファミリークリニック 

院長 小熊哲也さん 

５０人 

第３講座 １０月１９日（木） 

一部「地域共生社会の実現に向けた思い 

   重層的支援体制整備事業について」 

・講師：厚生労働省社会・援護局 

    地域福祉課 地域共生社会推進室 

支援推進官 犬丸 智則さん 

二部「健幸に生き抜く力」 

・講師：浜本内科医院院長 浜本徹さん 

３０人 

第４講座 １１月２６日（日） 

「人生は足し算命」 

・講師：ＪＡ愛知厚生連 海南病院 

 医師 大橋洋平さん 

８６人 
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第５講座 
令和６年 

２月 ８日（木） 

「草津市の魅力を発見 

～くらし、ささえる、地域のつながり～」 

＊(公財)草津市コミュニティ事業団「ひと 

とまちの未来をつくるカレッジ２０２３」

との合同開催 

 

【コーディネーター】 

龍谷大学 社会学部現代福祉学科 

  特任教授 山口浩次さん 

 

【パネリスト】 

＜山田学区＞ 

山田学区社会福祉協議会 

 会長 中瀬清美さん 

山田学区社会福祉協議会 

 顧問 岡顯朗さん 

＜常盤学区＞ 

Ｉ．キャンバス 

代表 今村崇志さん 

３４人 

卒業式・ 

大学院 

実践 

発表会 

３月２１日（木） 

卒業式 

・大学、大学院卒業証書授与、卒業生と

講師代表あいさつ 

大学院実践発表会 

・１年間の実践のあゆみ発表、大学院生

より一言発表 

 １４人 

※第６回草津市福祉教養大学卒業生 １２人 

 

 

【第５回草津市福祉教養大学 大学院】 

これまでの５講座すべてを受講された方がさらに活動を実践していく場として、大学院を

昨年度に引き続き開校しました。 

今年度は、新たに市内高齢者福祉施設に対するボランティアニーズの掘り起こしとボラン

ティア同士の交流をテーマに課題活動を設定しました。草津市ボランティア連絡協議会や、

令和３年度に大学院生により立ち上がったボランティアグループ「フリーダム」の協力をい

ただきながら、市内高齢者福祉施設へボランティアニーズの調査へ出かけたり、「ボランテ

ィアマッチングボード」を作成しました。 

ボランティアがボランティアを紡ぐ市民目線のボランティア拡大事業を大学院の実践活動

課題として、大学院生と事務局（市社協）で伴走しながら進めました。 

 

実践活動 

① 市内高齢者福祉施設に取材へ行こう 

＜取材先＞ 

・地域密着型小規模多機能居宅介護サービス フェイス 

・草津地域福祉事業所 みんなの家 放課後等デイサービス第２ももスマイル 

 

② ボランティアマッチングブース開設作業（キラリエ草津４階交流スペース）  
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【大学院 活動日】 

※第５回草津市福祉教養大学大学院卒業生  ２人 

  

 

●地域福祉活動助成                  3,640,000円 
   地域の支えあい活動を推進するため、「福祉の土壌づくり」「活動の担い手づくり」

「個別援助活動」「地域福祉関係団体間の交流」等の地域福祉活動を展開する補助金を学

区社協へ交付しました。 

また、個人・企業から集まった賛助会費について、地域の特徴を生かした学区社協活動

へ助成を行いました。 

 

 

●学区の元気をカムバック補助金助成           205,000円 
アフターコロナを見据え、学区社協事業で福祉委員の活性化を考える新しい事業、医療

福祉を考える会議で立ち上がった新しい事業、学区社協便覧に記載された「わが学区社協

の主な事業」を拡大するための応援補助の他、コロナ禍で新規に立ち上がった、学区社協

事業に協力するボランティアグループまたは学区社協事業に協力する新たな担い手やボラ

ンティア拡大のための事業・活動についての応援補助をしました。 

採択にあたっては、市社協で助成先を決定し、交付しました。 

 

   ＜コロナ前の元気を取り戻そう学区社協応援補助金（35,000円/学区）＞ 

   〇申請学区…５学区 

〇採択学区…５学区 

 

 

 

 

 

 開催日 内容 参加者 

Practice１ 

 
令和５年 

８月 ７日（月） 
市社協や大学院の意味のことを知ろう！ ３人 

Practice２ 

  
令和５年 

９月 ８日（金） 

ボランティアの現状について知り、一緒

に活動しよう！ 
３人 

Practice３ 

 
令和５年 

１１月１０日（金） 

大学院生の仲間で施設ボランティアニー

ズを聞きに行こう！ 
２人 

Practice４ 

 
令和４年 

１２月 １日（金） 

活動を実践しよう！① 

～市内高齢者福祉施設に取材へ行こう～ 
２人 

Practice５ 

 

令和５年 

１２月１３日（水） 
取材の結果を振り返り、共有しよう！ ２人 

Practice６ 

 令和６年 

１月２５日（木） 

活動を実践しよう！② 

～施設ボランティアニーズチラシを作成

して、「ボランティアマッチングボー

ド」を作ろう！～ 

２人 

Practice７ 

 
令和６年 

３月 ４日（月） 

実践活動の振り返りと実践発表会の準備

をしよう！ 
２人 

No. 学区 事業名 

１ 草津 地域サロン交流会 

２ 矢倉 コロナ前の元気を取り戻す場所づくり事業 

３ 老上西 「回想法」を取り入れた高齢者サロン 

４ 玉川 ふれあいサロン 

５ 常盤 地域サロン活動支援事業 
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＜学区の元気を取り戻しますボランティア活動グループ応援補助金(30,000円/学区)＞ 

   〇申請学区…１学区 

〇採択学区…１学区 

 

 

 

 

●福祉委員設置促進                   175,244 円 
「福祉委員の手引き」をもとに学区社協との協働により学習会を開催し、福祉委員活動

が効果的に行われるよう支援しました。福祉委員活動をより円滑に進められるよう、希望

される学区に市社協会長と学区社協会長の連名で委嘱状を交付しました。 

また、学区社協や学区民児協の協力のもと、市内１４学区の福祉委員や１４学区社協役

員、民生委員・児童委員等を対象にした福祉委員研修会を、学区別で２日間実施しまし

た。参加者には、地域福祉活動とは何かということや、暮らしの問題に着目した地域での

ボランティア活動の大切さを学んでいただくことができました。 

  

【研修支援】                         合計参加者：１１１人 

№ 学区 開催日 内容 依頼団体 参加者 

１ 山田 
令和５年 

 ５月２３日（火） 

福祉委員とは 

福祉委員のあり方 
山田学区社協 １５人 

２ 草津 
令和５年 

 ５月２９日（月） 

福祉委員の役割に

ついて 
草津学区社協 ２０人 

３ 笠縫 
令和５年 

 ６月 ３日（土） 

担い手研修 

～地域の中での福

祉委員とは～ 
笠縫学区社協 ５０人 

４ 志津 
令和５年 

７月１５日（土） 

福祉委員の役割に

ついて 
志津社協 ６人 

５ 老上 
令和５年 

８月 ３日（木） 
福祉委員について 老上学区社協 ２０人 

※市内合計１２学区４１９人のうち、委嘱状交付学区は４学区・合計１４５人 
（内訳）志津学区 ３２人・草津学区 ２５人 ・老上学区 ３０人 ・笠縫学区 ５８人  

 
【福祉委員研修会】  

内容：地域福祉活動の大切さ 

講師：龍谷大学 社会学部 現代福祉学科 特任教授 山口浩次さん 

                    

№ 開催日 対象学区 参加者 

１ 
令和６年 

 ２月２６日（月） 
草津・大路・渋川・老上・老上西・笠縫東・常盤 ４０人 

２ 
令和６年 

 ２月２８日（水） 
志津・志津南・矢倉・玉川・南笠東・山田・笠縫 ２９人 

 

＜関連する事業＞ 
・生活支援体制整備事業（地域支え合い推進員による学区支援） 

・地域福祉コーディネーターによる学区社協支援 

・草津市福祉教養大学院卒業ボランティアグループ応援助成金 

No. 学区 事業名 

１ 矢倉 
学区のみなさんが気軽に集まれる場所 ふれあい喫茶「憩」

の新規開設 
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（１－２） 地域で支えあう仕組みづくり 重点 
くらしの課題を共有し、課題の解決に向けた地域福祉活動を進めていくことで、

地域で支えあう仕組みを推進します。 

 

●生活支援体制整備事業（地域支え合い推進員の配置と協議体の設置） 

20,737,000 円 
〇医療福祉を考える会議の支援 

学区ごとに地域支え合い推進員（生活支援コーディネーター）を配置して、各学区に

おける課題や取組を地域と関係者がともに検討する「医療福祉を考える会議」の運営を

支援しました。また、同会議に関する周知・啓発を行うため、広報紙「社協くさつ」や

市社協ホームページを活用して会議の様子について情報発信しました。 

 

学区・

区 

開始 

年度 

令和５年度 
延べ 

本番会議

開催数 主なテーマ 

本番会議開催数 

(会議開催にあたる 

打合せ等の支援回数） 

志津 Ｈ２７ 

認知症の人にやさしいお店や

事業所が学区内に広がるよ

う、認知症についての正しい

理解を深める 

３回 （４５回） ２８回 

志津南 Ｒ２ 

志津南学区の暮らしの問題

と、今ある社会資源（活動、

福祉サービス）を知り、みん

なで共有する 

３回 （６８回） ５回 

草津 Ｈ３０ 
コロナ禍を経験したことから

未来を語り合いましょう！ 
１回 （４回）  ５回 

大路 未実施 支えあいの機運を高める － （１回） － 

渋川 Ｈ２７ 
「出張しぶはなちゃん健康相

談サロン」の開催に向けて 
４回 （１８回） １５回 

矢倉 Ｈ２７ 居場所を広げよう ０回 （２回） １４回 

老上 Ｈ２４ ピカッと草津※ １回 （７７回） ２１回 

老上西 Ｈ２４ 
高齢者に関する困りごとの解

決に向けて 
２回 （１１回） ２３回 

玉川 Ｈ２９ 
障害者のくらしについて理解

を広げる 
２回 （４１回） １４回 

南笠東 Ｈ２８ 
誰もが安心して暮らせる福祉

のまちづくりを進める 
１回 （５４回） ９回 

山田 Ｈ２５ ピカッと草津※ ２回 （６７回） ２４回 

笠縫 Ｈ２８ 見守りの体制づくり ６回 （５４回） ３９回 

笠縫東 Ｈ２４ ピカッと草津※ ０回 （１６回） ２０回 

常盤 Ｈ２７ 
学区で最期まで自分らしく生

きるには 
２回 （６８回） １３回 

合計 ２６回 （５３０回） ２２６回 

 ※「ピカっと草津」…訪宅サービス事業所の駐車場所を地域内で提供しあう取組を通じ 

て、地域の福祉意識の向上を図る取組を進めています。  
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○「地域サロン・事業所情報システム」の作成 

住民間の支え合い活動や集まりの場などの資源情報を集約したシステム構築に、市と

連携して取り組みました。市内の地域サロンや関係事業所へのアンケート調査などから

情報を整理し、今後の地域支援に活用できるよう製作を進めました。 

 
○勉強会への参加 

    外部で実施される勉強会に参加し、地域支え合い推進員（生活支援コーディネータ

ー）としてのスキルアップを図りました。 

No. 開催日 研修名 内容 参加者 

１ 
令和５年 

６月２８日（金） 

第１回重層的支援体制

整備にかかる勉強会 

（縁つむぎ会議） 

・講義 

「地域共生社会の実現に向

けた包括的な支援体制の

構築と重層的支援体制整

備事業」 

２人 

２ 
令和６年 

２月２２日（木） 

滋賀県社会福祉学会 

第４２回大会 

・研究発表 

「在宅化を進める地域づく

り ～訪問介護時の駐車

場問題から見えてくる地

域理解の必要性～ 」 

３人 

 

〇地域包括支援センター、市等との連携 

     地域支援の中心を担う各圏域地域包括支援センター・市・市社協が連携し、医療福

祉を考える会議が効率的・効果的に進められるよう丁寧に事前調整を行いました。 

また、地域包括支援センターが実施する地域ケア個別会議に随時参加し、生活支援

コーディネーターとしての視点を用いながら多職種連携を深めるとともに、支援を必

要とする高齢者のニーズの把握に努めました。 

 

〇市と市社協の連携強化 

 人とくらしのサポートセンターと毎月調整会議を実施し、生活支援体制整備事業の展

開について協議しました。 

 

 

●地域支え合い運送支援                  453,763円 
  地域の活動団体が主体となって実施する移動困難者のボランティア運送支援事業の運営を

支援するとともに、活動の普及を図るため、活動者および活動に関心のある市民を対象とし

て安全運転講習を開催し、事業内容の説明や安全運転に関する啓発を行いました。また、法

令に基づきアルコール検知器によるアルコールチェックの実施について周知を徹底し、安全

に事業運営していただけるよう努めました。 

 

【安全運転講習】 

開催日 内容 参加者 

令和５年 

１１月３０日（金） 

① 講話「警察署から専門的指導と助言」 

講師：草津警察署交通第１課 岡田 航さん 

② 地域支え合い運送、福祉車両貸出事業について 

③ ボランティア同士の交流会 

 

２８人 
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【事業実施状況】 

 

 

●草津フードバンクセンター                169,150円 

生活に困窮している世帯や住民同士の支え合い活動を実施する団体に対して、市社協

（草津フードバンクセンター）にご寄付いただいた食糧を無償で提供し、地域福祉活動の

推進に努めました。また、企業や個人にとっては、フードバンク事業への協力が社会貢献

や地域福祉活動への参加・協力になるという善意の循環システムの構築を図りました。 

事業実施にあたっては、関係機関の協力のもと、市民に身近な施設においてフードドラ

イブを実施することができ、また、事業に賛同する企業のご厚意もあって、周知啓発や食

糧の受け入れにつながりました。 

    

   【提供した施設等】 

目的・施設の別 団体数 

子どもたちなどを対象にしている団体・施設への支援 １３団体 
学区社会福祉協議会への支援 １１団体 
高齢者施設 １３団体 
障害者施設 １７団体 
地域で福祉活動をされている団体 ７団体 
その他団体 ３団体 
その他、生活に困窮されている世帯への緊急食糧支援 

 

  

 志津南 山田 老上・老上西 南笠東 

事業主体 

志津南学区 

まちづくり 

協議会 山田学区 

社会福祉協議会 

老上学区・ 

老上西学区 

社会福祉協議会 

南笠東学区 

社会福祉協議会 

実施主体 

志津南学区 

社会福祉 

協議会 

老上送迎サポート 

南笠東学区 

まちづくり 

協議会 

貸与車両 ダイハツ タント トヨタ ヴィッツ ダイハツ タント ダイハツ タント 

実施年度 
令和 

5 年度 

令和 

4 年度 

令和 

5 年度 

令和 

4 年度 

令和 

5 年度 

令和 

4 年度 

令和 

5 年度 

令和 

4 年度 

利用 

登録者数 
３２人 ２５人 ２３人 ２８人 ５５人 ４０人 １５８人 １４３人 

延べ 

送迎人数 
１０７人 ９５人 ２８１人 ２７０人 １２０人 １２４人 ２４１人 ２８９人 

送迎 

ボラ人数 
７人 ８人 １１人 １１人 ８人 １０人 ５人 ５人 

送迎日数 ８５日 ８０日 １３３日 １５０日 １２０日 １２４日 １９７日 １９６日 

走行距離 1,291 ㎞ 1,000 ㎞ 1,611 ㎞ 1,996 ㎞ 995 ㎞ 1,089 ㎞ 5,804 ㎞ 5,579Km 

送迎先 
近隣病院 

地域の会館 

まちづくりセンター 

病院 

近隣商業施設 

近隣病院 

近隣病院 

公共施設 

 近隣商業施設 
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【移動フードドライブ】 

場 所 時 期 

カフェほっこり 常設 

新田会館 常設 

山田まちづくりセンター 
夏のフードドライブ期間 ６/６～６/１９ 

秋のフードドライブ期間 １１/１１～１１/２７ 

オムロン株式会社草津事業所 秋のフードドライブ期間 ９/１～９/２９ 

ゆかい家 夏のフードドライブ期間 ６/１３～６/１９ 

市役所２階 

（健康福祉政策課内） 

秋のフードドライブ期間 ９/２０～９/２８ 

冬のフードドライブ期間 １１/２１～１１/２９ 

南笠東まちづくりセンター 秋のフードドライブ期間 １０/１４～１０/３１ 

草津市立ロクハ公園 

（志津ふれあい広場） 
冬のフードドライブ期間 １１/５ 

高穂中学校 冬のフードドライブ期間 １１/２４ 

 

 

【寄付食品、寄付者一覧】 

期間 
R４年度 

繰越 

第１回 

春 

第２回 

夏 

第３回 

秋 

第４回 

冬 

第５回 

冬以降 R４年度繰越、 

第１～５回 

合計 4/1～ 

5/30 

6/1～ 

7/31 

8/1～ 

9/30 

10/1～ 

11/30 

12/1～ 

3/31 

寄
付
食
品 

 
 

 

米 643㎏ 232㎏ 120㎏ 619㎏ 955㎏ 637.7㎏ 3206.7㎏ 

米以外 498品 2,333品 1,957品 445品 1,635品 2,123品 8,991品 

   

寄付者 

（移動フードドライブ含む） 

団体 個人 合計（延べ） 

４６件 ２１０件 ２５６件 

 

  

 

 

【米以外の寄付食品の内訳】 

  

  米以外（品） 米以外 

乾

麺 

乾

物 

粉

類 

缶

詰 

レ

ト

ル

ト 

食

用

油 

ル
ー 

調 

味 

料 

菓 

子 

飲 

料 

ビ
ン
類 

そ 

の 

他 

合計

（品） 

米以

外の

食品 

873 614 66 387 589 68 103 541 2,463 882 111 2,294 8,991 
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●関係団体への支援                   157,600円 
関係団体が実施する事業に対し助成を行い、活動を支援しました。 

 

助成対象団体 目的 助成金の額 

草津市老人クラブ連合会 
高齢者を対象とする健康増進事業に対

する助成により活動を支援 
72,000円 

草津手をつなぐ育成会 
共同作業所で働く知的障害者の社会参

加を促す交流や余暇活動への支援 
40,000円 

肢体不自由児者父母の会 

肢体不自由児者や知的障害児者の家族

の心身リフレッシュと介護者同士の交

流・情報交換への支援 

38,000 円 

草津市視覚障害者協会 
中途視覚障害者を対象とする交流会事

業等への支援 
7,600円 

   

 

 

●福祉機器リサイクル（貸出事業）            157,000円 
  ケガや一定期間の外出などの事情により一時的に車いすが必要になった方に、車いすの

貸出を行いました。貸出用車いすの一部はリサイクル品を活用し、資源の循環に資する取

組として実施しました。限られた台数の車いすを多くの方に利用していただけるよう、貸

出期間等の見直し等を行い、新しいルールに基づいて貸出サービスを行いました。 
 

貸出備品 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

車椅子 １５５回 １５４回 １３９回 

 

 

＜関連する事業＞ 
・地域福祉コーディネーターによる学区社協支援 

・高齢者への電話訪問事業   ・まごころ便   ・福祉車両貸出 
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（１－３） 住民福祉活動計画の推進 
地域住民と市社協がともに、同じ理念のもと、地域福祉活動に取り組めるよう、

各学区の課題を把握しながら、住民福祉活動計画を策定し、未来に向けた地域福

祉の推進を図ります。 

 

●地域福祉コーディネーターによる学区社協活動支援  
１４学区すべてに地域福祉コーディネーターを配置し、学区社協活動に参加・協力、

支援をしてきました。医療福祉を考える会議では、打ち合わせ会議や振り返りの会議に

参画し、住民が高齢者に関する生活問題について、専門機関と情報を共有し、新たな気

付きが生まれ、地域福祉活動に広がりと深みがでるよう支援しました。 

  

＜関連する事業＞ 
  ・生活支援体制整備事業（地域支え合い推進員による学区支援） 

学区・

区 

令和５年度 

支援回数 
主な支援内容 

志 津 ６５回 
・医療福祉を考える会議への支援 

・「ぷらっと茶屋」「くすのきレストラン」への支援 

志津南 ９６回 
・医療福祉を考える会議への支援 

・ふれあいハウス絆への支援 

草 津 ４１回 
・立ち寄りカフェゆかい家への支援 

・福祉委員研修会への支援 

矢 倉 ３０回 
・ふれあい喫茶憩への支援 

・矢倉にこにこレストランへの支援 

大 路 ２７回 ・学区社協事業への支援 

渋 川 ２６回 ・医療福祉を考える会議への支援 

老 上 ７７回 
・医療福祉を考える会議への支援 

・老上送迎サポ―トへの支援 

老上西 ２８回 
・医療福祉を考える会議への支援 

・老上送迎サポ―トへの支援 

玉 川 ７８回 
・医療福祉を考える会議への支援 

・社会福祉委員研修への支援 

南笠東 ５４回 
・地域支え合い運送支援事業への支援 

・健幸プロジェクトへの支援 

山 田 ７２回 ・医療福祉を考える会議への支援 

笠 縫 １１１回 

・医療福祉を考える会議への支援 

・学区地域サロン交流会 

・ふれ愛おでかけ訓練への支援 

笠縫東 ２３回 
・医療福祉を考える会議への支援 

・ふれあいサロン（もちつき大会）への支援 

常 盤 ８７回 ・医療福祉を考える会議への支援 

計 ８１５回  
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（２） ボランティア活動の充実と住民参加の仕組みづくり 
住民どうしがふれあい、いきいきと楽しく活動できるボランティア活動を広めてい

くため、多種多様なニーズをつかみ、ボランティア活動につなげていくことで、ボラ

ンティア活動の充実を図ります。また、誰もが参加できるボランティアの仕組みづく

りを進めることで、ボランティアの輪を広めます。 

 

（２－１） 若い世代のボランティア活動のきっかけづくり 重点 
ボランティアの高齢化が進む中、若い世代にボランティア活動に関心をもって

もらい、ボランティア活動に参加してもらえるよう、ボランティアの魅力発信

や、子どもや保護者が参加しやすいボランティア活動を広げる等、きっかけづく

りを進めます。 

 

●収集ボランティア啓発                  2,894円 
   コロナ禍でも身近にできるボランティア活動として、使用済み切手、カード、書き

損じはがき、プルトップ、ペットボトルキャップなどの収集の啓発に努めました。 

 

  【収集実績】 

収集物 令和５年度 令和４年度 

使用済み切手 １１０件 １１６件 

使用済みカード １件 １８枚 １件 ４枚 

書き損じはがき １件  １８枚 １件 ６枚 

ペットボトル 

キャップ 

４０５件 

２７７３．６７kg 

３６３件 

１９９１．４６kg 

プルトップ 
１７９件 

３７３．６６g 

１６６件 

２６５．２６㎏ 

 

  【協力団体】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼・保育園 ５園  学校 小７、中２、高３ 

まちづくりセンター １１カ所  まちづくり協議会 ２学区 

企業 １８団体  ボランティア団体 ６団体 

地域サロン ６サロン  市役所 ６部署 

民児協 １団体  学区・区社協 ３学区 

個人 延べ２４１人  その他 ５団体 
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●若い世代のボランティア活動のきっかけづくり       4,540円 
  「１日だけのボランティア活動」というテーマでボランティアマルシェのイベント運営ボ

ランティアに参加していただき、「まずは、ボランティアを楽しい」と感じてもらい、草津

市ボランティアセンターの存在とボランティアを始める第一歩が踏み出しやすいように呼び

かけをしました。 

１９名の高校生・大学生が集まり着ぐるみやバルーン、誘導など運営の様々なボランティ

アをしていただきました。また、イベント後には学生の交流会を実施し、他校の学生同士で

交流し、ボランティアに関する意見交換等を通じてボランティア意識の向上を図る機会を提

供することができました。 

 

＜関連する事業＞  
 ・ボランティアセンターの運営と機能強化   ・ボランティア活動支援事業 

  ・災害ボランティアセンター         ・市社協事業ボランティア育成講座 

  ・福祉教育の推進              ・共同募金活動助成 
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（２－２） 新たなボランティア発掘の仕組みづくり 重点 
ボランティアの魅力を知り、ボランティアに関心をもつ人を増やしていく仕組

みづくりを進めることで、さらなるボランティアの輪を広めます。 

 

●市社協事業協力ボランティア育成講座          43,340 円 
  市社協が実施する電話訪問事業、福祉車両貸出事業、フードバンク事業等に協力いただく 

ボランティアの担い手を育成することを目的として講座を実施したところ、事業内容やボ 

ランティア活動について周知を図るとともに、ボランティア活動者の増加につながりまし 

た。 

  【新規ボランティア登録数】 

   ○電話訪問事業（傾聴ボランティア）…９人 

   ○福祉車両貸出事業（送迎ボランティア）…２人 

   ○フードバンク事業（フードバンク事業協力ボランティア）…７人 

 

 

●草津市福祉教養大学院卒業ボランティアグループ応援助成金 20,000円 
草津市福祉教養大学院生・卒業生が立ち上げるボランティアグループに草津市福祉教養大 

学で学んだ成果を発揮する場を増やし、継続的に活動していただけるようにすることを目的 

として教養大学院卒業生が立ち上げたボランティアグループ２団体に助成を行いました。助 

成金を活用し、ボランティアグループの活動基盤の整備、自主的な活動を広げるための支援 

につながりました。 

   【助成対象団体】 

○ボランティアグループふくちゃん    ○ＶＧ．フリーダム 

 

●ボランティアマルシェ                   333,278 円 
市社協の魅力の発信や新たなボランティア活動の発見づくり、ボランティアの活動の場を 

拡大することを目的として、ボランティアマルシェを実施しました。コロナ禍で減少してい 

たボランティア活躍の場となり、キラリエに立ち寄ったことのない方にもキラリエや市社協 

を知っていただく機会となりました。 

 開催日 内容 参加者 

第１回 
令和５年 

９月 ４日（月） 

「電話訪問事業、福祉車両貸出事業、フード

バンク事業って？」 

ボランティアについて知ってみよう！ 

 １８人 

第２回 ９月２６日（火） 
「傾聴講座基礎編」 

傾聴の姿勢や大切さについて学んでみよう！ 
１１人 

第３回 １０月 ３日（火） 
「傾聴講座まとめ編」 

傾聴に関する知識を身につけよう！ 
１２人 

開催日 
令和５年６月４日（日） 

（キラリエ草津 １階プロムナードおよび４階） 

参加者数 約５００人 

内容 

①見せる・魅せる市社協ブース 

（ボランティアセンター啓発、共同募金・ウクライナ義援金） 

②連携ブース 

（草津市コミュニティ事業団キャラクターマッチ、およびふくちゃん 

の関連グッズ販売、心配ごと相談所チラシ配布） 
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●ボランティアグループ・地域サロン活動リスト/出前ボランティア一覧 

作成 282,700円 
ボランティアグループ・地域サロン間での情報共有や活動の活性化、ボランティアの仲間 

づくりに活用していただくツールとして、ボランティアグループ・地域サロン活動リストを 

作成しました。 

地域からの出前希望に対応できるボランティアグループの紹介とボランティア活動の場の 

提供、活動の促進を目的として、出前ボランティア一覧を作成しました。 

 

＜関連する事業＞  
 ・ボランティアセンターの運営と機能強化       ・収集ボランティア啓発 

・草津フードバンクセンター設置           ・福祉教育の推進 

・若い世代のボランティア活動のきっかけづくり事業  ・災害ボランティアセンター 

 

 

 

 

 

 

 

 

③手話体験または点字体験をしよう 

（点字で名刺づくり、手話で自己紹介・あいさつ） 

④障害者団体・市社協コラボ事業 

（わかたけ作業所パン販売） 

⑤草津市社協チューリップ事業について知ろう 

（地域・行政・市社協連携ブース、草津市社協チューリップ事業 

啓発・生理用品寄付） 

⑥映え映えブース（キラリエ入居者団体キャラクター３体からなる 

キラリエスリーとの写真撮影ブース） 

⑦ボランティアに触れてみよう 

（ボランティアグループによるマジック、紙芝居、人形劇） 

⑧収集ボランティアについて知ろう 

（ペットボトルキャップ・プルトップ・古切手ブース） 

⑨スタンプラリー景品引換所 

（スタンプラリーカードの配布とフレンドマートとコラボ景品の 

受け渡し場所） 

 ボランティアグループ・ 

地域サロン活動リスト 
出前ボランティア一覧 

作成部数 １５０部 ３１０部 

配布先 

登録ボランティアグループ、 

草津市コミュニティ事業団、 

地域まちづくりセンター 

地域サロン、学区社協、学区民児協、

市役所、地域包括支援センター、 

図書館、隣保館等 

地域まちづくりセンター、 

地域サロン、学区社協、学区民児協、

幼稚園・保育園・こども園、 

小・中学校、市内福祉施設、 

図書館、隣保館等 
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（２－３） 誰もが参加できるボランティアの仕組みづくり 
誰もが参加でき、いきいきと楽しく活動できるボランティア活動の仕組みと、

参加した人が社会貢献を実感してもらえる仕組みづくりを進めます。 

 

●独居高齢者電話訪問                      90,307円 
６５歳以上の一人暮らしや昼間独居の高齢者で話し相手を希望する方に、傾聴ボランティ 

アが電話訪問することで、孤立や孤独に陥らないように、民生委員・児童委員と連携して支

援しました。 

    ○利用者：１４人    ○傾聴ボランティア：８人 

 

 令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和２年度 令和元年度 

電話訪問

回数 
１８５回 ２７９回 ２７０回 ２２７回 １９１回 

 

   

●災害ボランティアセンター                148,728円 
災害時に設置する災害ボランティアセンターを円滑に運営できるよう運営訓練を実施しま 

した。訓練検討委員会を２回、運営協議会を１回開催し、会議の中で各班の業務内容等の確

認、シミュレーションを行い、運営方法を検討しました。新型コロナウイルス等の影響によ

り、３年ぶりの訓練となったため、参加人数を例年の半数とし災害ボランティアセンター運

営協議会構成団体へ参加を呼びかけました。さらに、職員でもシミュレーションをすること

で運営時の体制を確認しました。 

また、草津市、草津青年会議所および市社協の三者で「災害時の被災者支援に関する相

互協力協定」を締結していることから、日頃からの協力体制を高めていくために、三者で

協力し、災害ボランティアセンターについての研修会を開催しました。 

 

【運営訓練検討委員会】 

 開催日 内容 参加者 

第１回 
令和５年 

１０月１７日（火） 

・草津市災害ボランティアセンター運営 

訓練（案）について 

・訓練時各班業務内容について 

 １４人 

第２回 １１月７日（火） 

・草津市災害ボランティアセンター運営

訓練（案）について 

・訓練時各班業務内容について 

・各班の副班長決め 

・訓練のシミュレーション 

１８人 

 

【運営協議会】 

 開催日 内容 参加者 

第１回 
令和５年 

１２月８日（金） 

・草津市災害ボランティアセンター運営

訓練（案）について 

・訓練シミュレーション 

１９人 
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【災害ボランティアセンター研修会】 

開催日 内容 参加者 

令和５年 

１２月１８日（月） 

 

第１部（草津市危機管理課） 

「命を守る 

（災害発生直後に地域住民が求められる役割」 

 

第２部 

・「災害ボランティアセンターの取組をとおした

地域福祉活動の大切さ」（草津市社会福祉協

議会） 

・「暮らしを取り戻す」（草津青年会議所） 

７３人 

 

【災害ボランティアセンター運営訓練】 

開催日 参加者 

令和６年 

１月２７日（土） 

災害ボランティアセンター運営協議会 

構成団体 ４８人 

 

 

＜関連する事業＞ 
   ・草津フードバンクセンター設置 

・ボランティアセンターの運営と機能強化  ・福祉教育の推進  

・ボランティア活動支援  ・ボランティアグループ活動助成  

・草津市ボランティアセンター施設利用助成  ・収集ボランティア 

・若い世代のボランティア活動のきっかけづくり事業 

・ボランティアグループリスト作成 

・市社協事業協力ボランティア育成講座 
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基本目標３ 新たな絆をつむぐまちづくり  
いきいきと楽しく活動する場と、活動する人たちの輪を広げるため、地域や福祉

という分野にとらわれず、多種多様な新たなつながりづくりを進めていきます。 

 

 

（1） 地域を超えたつながりづくり 
小学校区内にとどまらず、地域で活動する人たちのつながりをつむぎ、小学校区

内という地域を超えたつながりを進め、活動の輪を広めます。 

 

 

●市ボランティア連絡協議会活動助成            48,000円 
ボランティアグループの横のつながりを強化し活動を広げるため、ボランティア連絡協 

議会活動を支援しました。 

   ○加入グループ ４５グループ（会員数７５０人） 

   ○役員会・総会・交流会等の支援 

    総会や代表者会議、交流会、機関誌発行に向け準備し、出席しました。 

  

開催日 
会議の 

種類 
内容 参加者 

令和５年 

 ４月１７日（月） 

代表者 

会議 

・令和５年事業計画（案）について 

・令和５年度会計予算（案）について 

・令和４年度会計決算報告について 

・令和５年度登録団体 

・活動経過報告、今後の予定 

２５人 

５月１０日（水） 
第３７回

総会 

・令和４年度事業報告および会計報告 

・令和５年度事業計画（案）および会計 

予算（案） 

・役員紹介 

２１人 

１５人

委任状 

８月２４日（木） 
代表者 

会議 

・経過報告、今後の予定 

・市社協会長表彰推薦団体について 

・交流会について 

・機関紙「れんきょう」発行について 

・館外研修会について 

３１人 

９月２６（火） 
会員 

交流会 
６団体発表 ５７人 

令和６年  

３月２７日（水） 

代表者 

会議 

・令和６年度活動計画について 

・令和５年度活動報告・会計決算について 

・令和６年度代表者会議について 

２６人 
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●ボランティア保険加入促進                57,300円 
ボランティア活動が安心して行えるよう「ボランティア活動中のさまざまな事故によるケ 

ガや損害賠償責任を補償する」ボランティア活動保険の加入を促進しました。 

 

保 険 種 類 令和５年度 令和４年度 

ボランティア活動保険 基本プラン 

天災プラン 

特定感染症重点プラン 

連協加入 

３，４３６人 

３５３人 

２６人 

５７３人 

    ３，３９６人 

      ３８８人 

       ２１人 

５７９人 

 ボランティア行事用保険 ２８０件        ２１９件 

 送迎サービス保険 ２件          ２件 

 福祉サービス総合保障 １８件          ８件 

 

 

●福祉車両貸出                      748,501円 
家庭の事情や身体状況などにより、病院などへの送迎が必要な方に対して福祉車両を貸

出すことにより、登録いただいている送迎ボランティアに送迎を依頼し、安心・安定した

生活を送ることができるよう支援しました。 

 

 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

送迎ボランティア数 １３人 １１人 １１人 

送迎依頼者数 ２４人 ２１人 １５人 

送迎対応件数 ３２７回 ２２１回 １７５回 

 

 

●社会福祉法人との連携                  33,002円 
草津市には２８の社会福祉法人が約１００の事業所を運営されています。地域の社会福祉 

施設は、高齢、障害、子どもの分野等でそれぞれ福祉の向上をめざして事業運営をしていま

す。お互いの事業を理解し、各施設の専門性や職員の知識・経験を活かして、分野を超えた

横のつながりを深め、地域貢献活動の発展や、地域の課題解決をめざす連携会議の立ち上げ

に向け、市内の一部の法人と意見交換を行いました。 

 

開催日 内容 参加者 

令和６年 

 ３月２８日（木） 

・社会福祉法人と社協の連携の意義 

・市社協の取組紹介 

・所属法人・事業所での地域との連携や課題に

ついて（意見交換） 

１０法人 
（市社協より３人） 

 

＜関連する事業＞  

  ・ボランティアセンターの運営と機能強化 

・ボランティアグループリスト作成 

・地域福祉コーディネーターによる学区社協支援 

・生活支援体制整備事業（地域支え合い推進員による学区支援） 
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（２） 分野を超えたつながりづくり 重点 
福祉にとどまらず、地域の企業や学校、各種団体などとつながり、連携を図るこ

とで、地域の課題や地域の活動について協働で行う取組を進めます。 

 

●善意銀行の活用と運用、寄付金の募集 
寄付金の増収および地域住民が気軽に参加・協力できる地域福祉の推進を図るため、企業

が提供する名刺に対し、一定の割合で企業等が売り上げの一部を当会に寄付する「寄付付き

名刺」を発行しました。 

社会福祉全般における市民からいただいた善意の寄付金・物品は、善意銀行事業として社

会福祉施設、社会福祉団体や援助の必要な人のために役立てました。また、ボランティア基

金に寄せられた寄付は、ボランティアセンター運営にかかる事業実施に活用しました。 

さらに、いただいた寄付金を広報紙・ホームページに掲載し、寄付金募集の啓発に努めま

した。 

 

【寄付金状況】 

寄付名 
令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和２年度 

寄付金額 寄付金額 寄付金額 寄付金額 

市社協が行う 

各地域福祉事業 
46 件 1,632,084 円 41 件 586,167 円 47 件 1,157,880 円 57 件 1,780,719 円 

ボランティア 

基金事業 
3 件 1,200 円 3 件 3,044 円 8 件 62,923 円 10 件 132,000 円 

善意銀行 6 件 416,454 円 7 件 612,000 円 6 件 165,991 円 2 件 50,000 円 

施設設備等 

寄付金 
0 件 0 円 0 件 0 円 0 件 0 円 1 件 3,344,000 円 

災害復興基金 0 件 0 円 0 件 0 円 0 件 0 円 0 件 0 円 

計 55 件 2,049,738 円 51 件 1,201,211 円 61 件 1,386,794 円 70 件 5,306,719 円 

 

【寄付物品状況】 ※順不同・敬称略 

 リハビリパンツ、大人用紙おむつ、尿取りパッド、その他 計 85件 

（谷岡俊明、梅田のり子、藤田眞実子、柴原光弘、デイサービス向日葵、ゆかい家、

安部啓子、コープしが、坂上妙子、オムロン株式会社草津事業所、田中實治、富澤

千鶴子、田中政子、川﨑美奈、山本幸代、他匿名） 

 

●つながり応援まごころ便                 2,200円 
  子どもや子育て世代のつながりづくりを応援する市内企業からご寄付いただいた乳幼児向

けの帽子（新品）500個を、市内の子育てサロン・サークル等 23団体に配分しました。 

   

＜関連する事業＞ 
・社会福祉法人との連携 

  ・生活支援体制整備事業（地域支え合い推進員による学区支援） 

・ボランティア連絡協議会助成   ・ボランティア連絡協議会加入促進 

・草津フードバンクセンター設置  ・ボランティアセンター運営と機能強化 
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Ⅱ.市社協が取り組む福祉の基盤づくり 
～地域福祉活動発展計画～ 

 

 
基本目標  地域で安心して暮らしつづけることができる体制づくり 

 

 

（１） 地域福祉活動支援の推進 
学区社協をはじめとする地域で活動する人や団体の支援を行うことで、地域福

祉活動を活性化し、誰もが安心して暮らせる体制をめざします。 

 

 

（１－１） 学区社協をはじめとした地域福祉活動支援 重点 
地域福祉の推進に欠かせない学区社協をはじめ、地域で活動する団体等に地域

福祉のプラットフォームとしての役割を発揮し、ともに地域福祉活動を展開しま

す。 

 

●学区社協会長会の実施（学区社協便覧の作成等）    475,182 円 
学区社協会長同士の情報交換や、福祉のまちづくりを推進することを目的に会議を実

施しました。 

その他、学区社協便覧の作成や、医療福祉を考える会議の進捗状況などをテーマとし

て意見交換の場を持ち、会長同士が積極的に情報交換できるよう努めました。 

また、９月度と２月度は学区社協事務局長等会議と合同で実施し、会長だけでなく、

会長を支える事務局長にも今後活用いただけるような情報等を知っていただき、学区社

会福祉協議会活動がより充実したものとなるよう支援しました。 
〇学区社協会長会 

開催日 主 な 協 議 内 容 

令和５年 

 ４月２０日（木） 

・令和５年度市健康福祉部・子ども未来部の職員紹介 

・令和５年度市社協事務局の職員紹介 

・重層的支援体制整備事業について 

・他機関の委嘱について 

・福祉委員の委嘱について 

・草津市社協フードドライブ事業について 

・滋賀県社会福祉協議会縁特別会員会費分担金の納入方法に 

ついて 

・令和５年度学区社会福祉協議会事務局長等会議との合同開催に 

ついて 

・民間助成事業の案内について 

  ５月２２日（月） 

・学区・区社協会長会会長、副会長の選任について 

・草津市社会福祉協議会次期理事・評議員候補の推薦について 

・他機関の委嘱について 

・令和５年度社会福祉協議会一般会費・賛助会費の御協力に 

ついて 

・草津市社協「移動フードドライブ事業」について 

・敬老会の祝封筒等について 



 

30 

・令和５年度滋賀県社会福祉協議会縁特別会員会費の分担金に

ついて 

・民間助成事業の案内について 

・「第７３回社会を明るくする運動」の街頭啓発（予定）に 

ついて 

６月２０日（火） 

・地域懇談会について 

・令和５年度赤い羽根共同募金運動への御協力とお願いについて 

・令和５年度草津市社会福祉協議会会長表彰の候補者の推薦に 

ついて 

・地域サロンについて 

・令和５年度第６回草津市福祉教養大学・第５回大学院＜外部 

編入コース＞の案内について 

・第７３回「社会を明るくする運動」街頭啓発の協力依頼に 

ついて 

７月２０日（木） 
・情報交換（敬老会について） 

・民間助成事業の案内について 

８月２１日（月） 

・令和５年度共同募金運動について 

・各学区での歳末たすけあい街頭募金運動（予定）について 

・一般会費納入依頼について 

・令和５年度賛助会費募集日程について 

・フードバンクセンター事業について 

・令和５年度便覧について 

・令和５年度草津市社会福祉協議会講演会（役員等研修）に 

ついて 

・民間助成事業の案内について 

９月２０日（水） 
（学区社協事務局長等 

会議との合同会議） 

・研修会 

  内容：令和４年度滋賀の医療福祉に関する県民意識調査結果 

  講師：滋賀県健康医療福祉部 医療福祉推進課 

在宅医療福祉・認知症施策推進係 太田要さん 

・共同募金運動について 

・令和５年度地域懇談会について 

・令和５年度草津市社会福祉功労者表彰式の開催について 

・民間助成事業の案内について 

１０月２０日（金） 

・実習生紹介 

・令和５年度草津市社会福祉協議会会長表彰被表彰者の決定に

ついて 

・令和５年度「送迎ボランティアのための安全運転講習会」に 

ついて 

・令和５年度敬老会の実施報告について 

１１月２０日（月） 

・草津市災害ボランティアセンターについて                         

・令和５年度歳末たすけあい募金運動 街頭募金の実施状況に 

ついて 

・「地域サロン立ち上げ講座」について 

・第６回草津市福祉教養大学 第４講座について  

令和６年 

 １月２２日（月） 

・新規採用職員紹介 

・令和５年度赤い羽根共同募金の実績報告について 

・一般会費・賛助会費の報告とお礼について 

・令和５年度福祉委員研修について 

・２月度学区社協会長会・第２回学区社会福祉協議会事務局長等 

会議 合同会議の開催について 
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２月２０日（火） 
（学区社協事務局長等 

会議との合同会議） 

・地域福祉活動推進事業補助金について 

・令和６年版草津市学区・区社会福祉協議会便覧の提出について 

・令和５年度地域サロン事業報告書および令和６年度地域サロン

事業計画書の提出について 

・令和６年度学区社協会長会の日程について 

・各学区社協の総会について 

・各学区取組状況について 

 

 

●地域福祉活動推進の支援強化              153,291円 
市社協が草津市地域福祉活動計画に基づき、より良い事業展開をしていくため、地

域における福祉活動の取組状況の把握と、計画の進捗管理を行い、地域福祉活動の更

なる発展を支援しました。 

 
【会議開催一覧】 

開催日 会議名 内容 

令和５年 

８月１日（火） 

第１回 

策定委員会 

・第３次草津市地域福祉活動計画の評価について 

・令和４年度草津市社会福祉協議会事業の報告および

第４次草津市地域福祉活動計画の評価について 

令和６年 

１月３０日（火） 

第２回 

策定委員会 

・令和５年度の事業取組状況ならびに令和６年度の 

事業予定について 

 

＜関連する事業＞  

  ・地域福祉コーディネーターによる学区社協支援 

・生活支援体制整備事業（地域支え合い推進員による学区支援） 

・地域福祉活動助成 
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（１－２） 小地域福祉活動における民生委員・児童委員との連携 
地域の身近な相談相手である民生委員・児童委員との連携・活動支援ととも

に、地域住民の困りごと等を地域の課題として捉え、新たな事業構築などの地域

福祉の推進につなげます。 

 

●草津市民生委員児童委員協議会事務局 
毎月１回総務会、必要に応じ総務委員会を開催し、関係機関・団体などからの情報提供

や協議を実施しました。また、５部会２委員会１連絡会をはじめとした民児協活動が有効

に機能するように支援し、職員の学区担当制による情報提供やアドバイスを行い、個別援

助活動が円滑にできるように支援・協力をしました。 
 

 【専門部会・委員会・連絡会活動の支援】 

 

＜関連する事業＞ 
  ・地域福祉コーディネーターによる学区社協支援 

・生活つなぎ資金  ・生活福祉資金 

 

 

 

 

 

 

 

部会・委員会・連絡会名 主な活動内容 

地域福祉部会 

・「民生委員・児童委員としての信頼関係、人間関係の築き方」

をテーマに研修会の実施 

・単位民児協活動の活性化を図るため、交換民児協の結果の 

フィードバック 

高齢者福祉部会 
・「介護保険制度について」をテーマに研修会の実施 

・「認知症の人の気持ちを理解する」をテーマに研修会の実施 

障害福祉部会 

・「障害福祉に関すること」をテーマに研修会の実施 

・「基幹相談支援センターについて」をテーマに研修会の実施 

・「ふくふくサロン」への参加・協力 

児童福祉部会 

・子育て支援施策や児童虐待防止に向けた取組について学ぶ研修

会の実施 

・児童委員としての活動の在り方や実態について学ぶ研修の実施 

人権・同和部会 
・草津市の人権同和政策についてや現在の人権課題と救済のしく

みを学ぶ研修会の実施 

広 報 委 員 会 

・事例集「光もとめて」、広報紙「こばと」の発行 

・より良い広報・啓発を行うため研修会の実施 

・市社協ホームページ内の民児協のページをリニューアル 

研 修 委 員 会 

・総会研修の実施 

・５グループに分けた全員研修の実施 

・単位民児協が実施する研修の情報交換を実施 

主任児童委員連絡会 

・乳幼児健診（１０か月健診）の見守り 

・小中学校との懇談会の実施 

・講師を招いた研修会の実施 
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（１－３） ボランティアセンターの機能強化 重点 
ボランティアニーズの把握や、マッチング機能、ボランティアの養成や魅力の

ＰＲ等、ボランティアセンターとして必要な機能を強化し、ボランティアセンタ

ーがより一層ボランティア活動の拠点となるよう取り組みます。 

 

●ボランティアセンター運営                205,746 円 
地域で活躍されているボランティアグループ・個人ボランティアへの援助相談に応じ、

ボランティア活動の活性化を図りました。また、ボランティアの支援を必要とされている

方とセンター登録されているボランティアとの間で需給調整を行いました。 

【登録ボランティアの推移】 

年度 
ボランティアグループ 個人 

ボラン

ティア 

合計登録人数 
グループ数 人数 

令和５年度 ３４６団体 ６，０７０人 ６７人 ６，１３７人 

令和４年度 ３７６団体 ５，７７６人 ６５人 ５，８４１人 

令和３年度 ３５８団体 ５，９８０人 ３８人 ６，０１８人 

 
【ボランティア需給調整（令和５年度実績）】 

内容 件数 

ボランティア調整 １３７ 

ボランティア相談 ４８ 

福祉教育 １５ 

福祉教育貸出備品（Ｖ調整含めず） １５ 

レイカディア大学調整 ３２ 

ボランティアマルシェ調整 ６ 

合計 ２５３ 

 

 

＜関連する事業＞ 
・地域福祉コーディネーターによる学区社協支援 

・ボランティア活動支援      ・若い世代のボランティア活動のきっかけづくり 

・収集ボランティア啓発      ・ボランティアグループリスト作成 

  ・市社協ボランティア育成講座   ・災害ボランティアセンター 

・草津市福祉教養大学卒業ボランティアグループ応援助成金 

・草津市ボランティアセンター施設利用助成 

・ボランティア連絡協議会助成   ・ボランティア連絡協議会加入促進 
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（１－４） 企業等との連携・ネットワークの構築 
企業や学校、福祉事業所等、地域にある様々な団体等と、市社協が率先して連

携を図り、かつ地域福祉活動の魅力などを情報発信していくことで、様々な団体

と地域活動が連携を図るきっかけとし、様々なネットワークの構築へつなげま

す。 

 

●市社協会費 
    令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和２年度 令和元年度 

一般

会員 

31,728 世帯 31,939 世帯 30,962 世帯 31,629 世帯 31,155 世帯 

4,759,200 円 4,790,900 円  4,639,800 円  4,744,450 円 4,673,200 円 

賛助

会員 

465 社 456 社   460 社   573.6 口 585.6 口 

2,875,000 円 2,875,000 円 2,878,000 円 2,868,000 円 2,928,000 円 

計 7,634,200 円 7,665,900 円 7,517,800 円 7,612,450 円 7,601,200 円 

※令和３年度から、賛助会員数で記載 

 

 

＜関連する事業＞ 
  ・まごころ便 

 ・社会法人との連携 

・地域福祉コーディネーターによる学区社協支援 

・草津市民生委員児童委員協議会事務局  

・ボランティアセンターの運営と機能強化 

・チューリップ事業（つながりサポート事業） 

・生活支援体制整備事業（地域支え合い推進員による学区支援） 

 

 

（２） 個別援助活動の充実 
貧困・孤立・孤独等を防ぎ、相談内容を受け止めることができる相談体制を構築

しつつ、様々な関係団体と連携を図ることで、住民に安心を届けます。 

 

 

（２―１） 包括的な相談体制の構築 重点 
 心配ごと相談所の周知・啓発を強化し、すべての人の相談に対応します。 

 生活福祉資金貸付をはじめ、個々の問題を受け止められる相談者として、研

修に参加する等、職員の相談能力の向上を図り、相談体制を強化します。 

 民生委員・児童委員をはじめ、人とくらしのサポートセンター等の各種相談

機関との連携を強化し、相談を受け止め、切れ目のない支援が行える体制づ

くりを進めます。 

 

 

●生活つなぎ資金貸付                 1,460,000円 

民生委員・児童委員や人とくらしのサポートセンター、市関係各課と連携し、一時的に生 

活困難な状態に陥った世帯が再び安定した生活に戻れるまでの間をつなぐため、生活つなぎ 

資金を貸し付けました。 
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【貸付相談件数】 

 令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和２年度 令和元年度 

貸付相談件数 ４６件 ６３件 ３７件 ２８件 ４２件 

 
【貸付状況】 

 令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和２年度 令和元年度 

貸付件数 ３２件 ５１件 ３２件 ２５件 ３７件 

貸 付 額 1,460,000 円 2,220,000 円 1,300,000 円 1,125,000 円 1,540,000 円 

 

 

●生活福祉資金貸付                 21,390,614 円 
滋賀県社協が実施している生活福祉資金の貸付相談や手続きを行うための職員を配置 

し、生活困窮者に対する相談支援を実施しました。昨年度貸し付けが終了した新型コロナ

ウイルス特例貸付の償還が開始し、そのフォローアップとして相談員を増員し対応しまし

た。相談者一人ひとりにきめ細やかな対応を行うとともに、市に設置されている人とくら

しのサポートセンターとも連携しながら、切れ目のない支援に努めました。 

 

【貸付相談件数】（単位：件）                               

 令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和２年度 令和元年度 

貸付相談件数 ９７３ ３２１ ８６５ １，４０１ １２５ 

 
【貸付件数】（単位：件） 

 

新型コロナウイルス 

特例貸付 総合

支援

資金 

福祉資金 
教育

支援

資金 

不動

産担

保型

生活

資金 

臨時

特例 

つな

ぎ資

金 

生活

復興 

支援

資金 

合計 緊急 

小口 

資金 

総合

支援

資金 

延 長 、

再 貸 付

申請等 

緊急 

小口 

資金 
福祉費 

令和 

５年度 
0 0 0 0 8 6 11 0 0 0 25 

令和 

４年度 
140 136 0 0 16 8 21 0 0 0 321 

令和 

３年度 
662 681 1,048 0 7 8 16 0 0 0 2,422 

令和 

２年度 
1,087 871 795 0 9 7 15 0 0 0 2,769 

令和 

元年度 
－ 0 15 9 10 0 0 0 34 

 

 

●心配ごと相談所開設                 1,544,505円  
  市民に身近な、なんでも相談窓口として「心配ごと相談所」を開設し、様々な相談に対応 

するとともに、広報紙により相談所の周知に努めました。 

   ○開設日時 … 月曜日から金曜日の１０時～１２時、１３時～１５時 

   ○弁護士相談… 原則第１・第３水曜日に実施 

   ○相談員  …・「成年後見制度と家族信託」について研修会を実施 
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          ・年に２回、つながりサポート事業に係る関係機関連絡会に参加 

・年に６回、相談員連絡会を開催し、相談員同士の情報交換を実施 
  【相談内容の内訳件数】 

内容 
令和 

５年度 

令和 

４年度 
内容 

令和 

５年度 

令和 

４年度 
内容 

令和 

５年度 

令和 

４年度 

離婚 １３ １２ 生計 ６ ５ 精神保健 ６ １ 

家族 ５４ ４２ 財産 ３５ ３１ 苦情 １ ６ 

人権・

法律 
４ １１ 住宅 １８ １０ 

職業・ 

生業 
２６ ４３ 

事故 ６ ２ 消費者問題 ４ ３ 医療 １ ０ 

結婚 ０ ０ 環境 １４ １０ 
高齢者

福祉 
３ ３ 

年金 ０ １ 児童福祉 ０ １ 
教育・ 

青少年 
０ １ 

心身障害児者

福祉 
０ ０ 

母子父子

福祉 
０ ０ その他 １４４ １５２ 

      

合計  令和 

５年度 ３３５ 
令和 

４年度 
３３４ 

 

 

●歳末たすけあい見舞金の配付             3,002,587円
市内の経済的事情により生活に困っておられる世帯に、民生委員・児童委員と協力して 

見舞金を配布しました。また、一時的に支援が必要な世帯には緊急的な支援として食糧を

支給しました。また、福祉施設や団体等へ見舞金を配布しました。 

 

見舞金の配布先など 対象数 

市内の準要保護世帯 ２０９世帯 

福祉施設、団体等 ６７施設 

歳末たすけあい子ども支援事業助成 ３学区 

その他、一時的に支援が必要な世帯

に、緊急の食糧支援 

市社協緊急食糧支援として １６件 

チューリップ事業を通して  ４件 

草津市（人とくらしのサポートセンター） 

を通して  ５件 

 

 

＜関連する事業＞ 
  ・チューリップ事業（つながりサポート事業） 

・各種事業推進に係る関係機関との連携強化 

 ・地域福祉権利擁護事業の推進 
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（２－２） 地域福祉権利擁護事業の充実 
〇生活支援専門員、生活支援員の力量を向上させ、利用者が安心して生活を送れ

るようにしていきます。 

〇金銭の入出金等に係る事務処理をより厳格なものとし、利用者の財産保全を確

実なものとします。 

〇地域包括支援センターや生活保護担当部署等、関係機関との連携をより強化

し、利用者の課題に対してチームで取り組みます。 

〇よりわかりやすい広報誌やパンフレット、ホームページでの啓発、また出前講

座を実施し、本事業への理解を深める取組を進めます。 

 

●自立生活支援専門員、生活支援員による生活支援     5,263,900円 
   判断能力が充分でないため、毎日の暮らしの中で福祉サービスの利用手続きや日常の

お金の管理が不安な人が、地域で安心して生活を送れるように支援する地域福祉権利擁

護事業の充実に努めました。利用者に寄り添った、確実できめ細かな支援を継続できる

よう支援を行いました。 

   また、滋賀県社会福祉協議会が主催する、地域福祉権利擁護事業生活支援員、新任職

員研修会に参加しました。 

 

【相談件数】 
                         令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和２年度 令和元年度 

高齢者 ６１８件 

（３３２件） 

４２７件 

（１４６件） 

３７３件 

（１７１件） 

３３４件 

（１５７件） 

２８０件 

（１１８件） 

知的 

障害者 

１，１２１件 

（１７５件） 

１，３３４件 

（１８２件） 

６８７件 

（１６０件） 

７２２件 

（１０２件） 

８２３件 

（２２０件） 

精神 

障害者 

１，５７０件 

（８０５件） 

１，７３１件 

（９６１件） 

１，５５７件 

 （９３０件） 

１，１５２件 

 （７６１件） 

９７０件 

 （４７７件） 

身体 

障害者 

８７件 

（０件） 

４８件 

（０件） 

２８件 

（０件） 

７４件 

（９件） 

２１６件 

（１４件） 

計 
３，３９６件 

（１，３１２件） 

３，５４０件 

（１，２８９件） 

 ２，６４５件 

（１，２６１件） 

 ２，２８２件 

(１，０２９件) 

 ２，２８９件 

（８２９件） 

※令和元年度から身体障害者項目追加 

※（  ）は生活保護受給者からの相談件数 

【契約人数の推移】  

 令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和２年度 令和元年度 

高齢者 ６人 ４人 ６人 ７人 ５人 

知的障害者 ２４人 ２５人 ２３人 ２１人 ２２人 

精神障害者 １６人 １８人 １７人 １６人 １４人 

身体障害者 ０人 １人 １人 １人 １人 

合 計 ４６人 ４８人 ４７人 ４５人 ４２人 

 

【契約人数の状況】 

    

 

令和４年度 

契約人数 

（A） 

令和５年度 

解約人数 

（B） 

令和５年度 

新規契約人数 

（C） 

３月末現在契約人数 

（うち生活保護） 

（A）－（B）＋（C） 
高齢者 ４人 １人 ３人 ６人（３人） 

知的障害者 ２５人 ２人 １人 ２４人（２人） 

精神障害者 １８人 ３人 １人 １６人（８人） 

身体障害者 １人 １人 ０人 ０人（０人） 

合 計   ４８人 ７人 ５人 ４６人（１３人） 
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【支援回数】 

 令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和２年度 令和元年度 

支援回数 ８９５回 ８３７回 ９２２回 １，０５８回 ９１５回 

内生活保護受

給者支援回数 
３７２回 ３６５回 ３７４回 ３２５回 ２８０回 

 

○支援専門員・生活支援員の体制 

・支援専門員： ５人 

・生活支援員：２２人（男性：７人 女性：１５人） 

 
○地域福祉権利擁護事業 新規相談等の受付経路】 

    ・地域包括支援センターからの相談   １６件 

    ・市立障害者福祉センターからの相談   ８件 

    ・ケアマネジャーからの相談      １２件 

    ・その他支援機関からの相談件数    ２９件 

 
 【支援専門員・生活支援員 研修会】 

開催日 内容 参加人数 

令和５年 

５月２４日（水） 

 

【県社協新任研修会】 

・地域福祉権利擁護事業について 

・認知症の人の理解と支援について 

・精神障害者の理解と支援について 

専門員： ２人 

支援員： ３人 

令和５年 

５月３０日（火） 

 

【県社協新任研修会】 

・知的障害者の理解と支援について 

・権利擁護と相談の基本を学ぶ 

専門員： １人 

支援員： ３人 

 

令和５年 

１２月１９日（火） 

 

【市社協研修会】 

・地域福祉権利擁護事業について 

 講師：県社協職員 

専門員： ５人 

支援員：１０人 

令和６年 

１月１８日（木） 

 

【市社協研修会】 

・障害者差別のない共生社会を目指して 

 講師：市立障害者福祉センター所長 

専門員： ５人 

支援員：１０人 

 

 

●適正実施の確保に向けた取組 
令和４年度における地域福祉権利擁護事業の不適切事案を踏まえ、専門員や支援員等が

事業を適正に遂行するための資質や能力を備える取組を推進するにあたり、取組の方針や

内容等について客観的かつ専門的な立場から意見を求めるために、懇話会を年２回実施し

ました。弁護士や行政等の委員から意見を聴き、取組方針の策定に反映しました。 

開催日 内容 

令和５年 

１０月１０日（火） 

（１）地域福祉権利擁護事業および不適切事案の概要について 

（２）適正な事業実施のための取組について 

令和６年 

 ３月 ６日（水） 

（１）適正な事業実施のための取組状況について 

（２）次年度以降の取組方針について 

 

 

＜関連する事業＞  

  ・各種事業推進に係る関係機関との連携強化   ・近所力アップ講座 

  ・市社協ホームページ運営    ・市社協広報紙「社協くさつ」発行 
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（３） 市社協の基盤強化 
地域福祉活動を安定的・継続的に進めることができるよう、市社協事務局の体

制を築くため、必要な財源の確保や、職員の育成に努めます。 

 

（３―１）地域福祉活動推進に要する財源確保 重点 
「見える社協、魅せる社協活動」について企業等へ PRすることで、地域福祉活 

動を応援いただける賛助会員を増やし、加入促進を図るとともに、市社協会費制度 

への理解と協力を広げます。 

クラウドファンディングや目的を明確にした寄付金の提案等、新たな財源確保の

方策を検討します。 

市内の地域福祉活動へ助成を行っている赤い羽根共同募金運動を盛り上げること

で、財源確保につなげます。 
 

 

●「社協くさつ」「ホームページ」有料広告         85,000円 
市社協広報紙「社協くさつ」、ホームページにて、有料広告を募集し、財源確保に努めま 

した。 

 

【社協くさつおよびホームページ 広告掲載企業】 

９月１日号 木川営農組合、㈲三王都市開発、 

特定非営利活動法人アイ・コラボレーション、株式会社藤田 

１１月１日号 木川営農組合、㈲三王都市開発、 

特定非営利活動法人アイ・コラボレーション 

３月１日号 木川営農組合、㈲三王都市開発、 

特定非営利活動法人アイ・コラボレーション 

ホームページ 特定非営利活動法人アイ・コラボレーション 

 

 

●「ふくちゃん」啓発                       
ボランティアマルシェをはじめ、イベントにふくちゃんを派遣し、市社協のＰＲや草津

市内の地域福祉活動について啓発を行いました。 

№ 開催日 内容 依頼団体 

１ 
令和５年 

  ６月 ４日（日） 
ボランティアマルシェ ※市社協事業で使用 

２  １０月 ４日（水） ふれあい喫茶「憩」 馬池町自治会 

３  １０月１５日（日） 矢倉フェスタ 矢倉町内会 

４  １０月２２日（日） 大路区民まつり 大路区まちづくり協議会 

５  １１月１２日（日） 山田ふれあいまつり 山田学区社会福祉協議会 

６  １２月２２日（金） キラリエクリスマス ※市社協事業で使用 

７ 
令和６年 

  １月２２日（月） 
ペットボトルキャップ回収 常盤こども園 
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●共同募金（赤い羽根・歳末たすけあい）運動の推進 
民間福祉事業の振興を図るために１０月１日から１２月３１日まで、全国的に展開され

る「赤い羽根共同募金運動」を推進しました。 

 

 

 

 

 

 

●赤十字事業の推進(日本赤十字社滋賀県支部草津市地区事務局)  
日本赤十字社の活動資金募集や、赤十字活動の普及を図りました。また、赤十字活動を

支えるボランティアである草津市赤十字奉仕団の活動を支援し、「社協くさつ」にて赤十

字活動についての記事を掲載し、周知・啓発を呼びかけました。 

義援金・救援金名 義援金・救援金額 

令和５年５月能登地方地震災害義援金 １１，９６１円 

令和５年台風第２号等大雨災害義援金 １，７０３円 

令和５年６月３０日からの大雨災害義援金 ５，８５１円 

令和５年７月７日からの大雨災害義援金 ３３，２６３円 

令和５年台風第６号災害義援金 １，８６７円 

２０２３年リビア洪水救援金 １，０００円 

２０２３年モロッコ地震救援金 １，１７１円 

令和５年台風第１３号災害義援金 １０８，９４１円 

令和６年能登半島地震災害義援金 ４，９７５，１７４円 

ウクライナ人道危機救援金 ４８６，２２５円 

合計 ５，６２７，１５６円 

（令和６年３月３１日現在 累計額） 

 

＜関連する事業＞  

・市社協会員の拡大             ・善意銀行事業 

・ボランティア基金の運用、寄付金の募集   ・寄付付き名刺の販売 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤い羽根共同募金 ６，９７９，１１８円 

歳末たすけあい募金 ４，７３８，７６８円 

計 １１，７１７，８８６円 
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（３－２） 事務局体制の強化 
役職員等に対しての地域福祉研修会などを実施し、社会変化に応じた社協運営が

できるよう努めます。 

全職員のスキルアップをはかり、地域福祉コーディネート機能を発揮できるよう

努めます。 

事業の効果等確認し、継続する事業や見直す事業を明確にし、より地域のニーズ

にあった事業への更新等を行います。 

「草津市社会福祉協議会職員行動規則」にのっとり、常に使命感をもち、信頼さ

れる社協づくりを進めます。 

 

 

●社会福祉援助技術現場実習    
社会福祉の専門家をめざす学生に、人材育成の一環として、社会福祉士国家試験受験資格取 

得に必要な実習の場を提供しました。 

   ○受入期間： 令和５年１０月２日（月）～１１月７日（火） 

   ○受入人数： ２人（龍谷大学） 

 

 

●第三者委員の設置 
  苦情対応窓口を設置し、苦情解決の第三者委員会を開催しました。 

開催日 内容 出席委員 

令和６年 

 ３月２６日（火） 

・資金貸付事業に関する事案について 

・地域福祉権利擁護事業の適正実施に向けた 

取組状況について 

奥井晴喜  

西川裕子  

清水清之 

 

 

 

 

●役員会の開催ならびに研修会の開催           949,402円 
   理事会、評議員会、正副会長会、評議員選任解任委員会を適宜開催するとともに、研修

会の実施や参加、他機関の会議等への積極的な参加協力を行い、役員体制の強化を図りま

した。 

 

  【正副会長会】 

開催日 議 案 

第１回 
令和５年 

５月３０日（火） 

※第１回理事会の提出議案について 

・令和４年度事業報告の承認について 

・令和４年度決算の承認について 

・令和５年度第１次補正資金収支予算（案）の同

意について 

・理事候補者および監事候補者の推薦について 

・評議員選任・解任委員会の招集および補充評議

員候補者の推薦について 

・令和５年度定時評議員会の招集について 

・会長および常務理事の職務執行状況の報告につ

いて 

※第２回理事会の提出議案の確認について 



 

42 

第２回 ９月１５日（金） 
・令和５年度草津市社会福祉協議会表彰被表彰者

の決定について 

第３回 
 

１１月２１日（火） 

※第３回理事会の提出議案について 

・令和５年度第２次補正資金収支予算（案）の同

意について 

・経理規程の一部改正について 

・評議員選任・解任委員会の招集および補充評議

員候補者の推薦について 

・令和５年度第２回評議員会の招集について 

第４回 
令和６年 

２月２９日（木） 

※第４回理事会提出議案について 

・令和５年度第３次補正資金収支予算（案）の同

意について 

・令和６年度事業計画（案）の同意について 

・令和６年度資金収支予算（案）の同意について 

・令和６年度資金運用計画（案）の承認について 

・評議員選任・解任委員会の招集および補欠評議

員候補者の推薦について 

・令和５年度第３回評議員会の招集について 

・役員等賠償責任保険契約の締結について 

・草津市社会福祉協議会中期経営計画（案）の承

認について 

・第三者委員の委嘱について 

・福祉サービス利用援助事業（地域福祉権利擁護

事業）の運営監視における助言事項について 

・滋賀県運営適正化委員会の勧告への対応につい 

 て 

 

 

【理事会、評議員会、評議員選任解任委員会】 

（理事会） 

開催日 議 案 

第１回 
令和５年 

６月 ７日（水） 

・令和４年度事業報告の承認について 

・令和４年度決算の承認について 

・令和５年度第１次補正資金収支予算（案）の同

意について 

・理事候補者および監事候補者の推薦について 

・評議員選任・解任委員会の招集および補充評議

員候補者の推薦について 

・令和５年度定時評議員会の招集について 

・会長および常務理事の職務執行状況の報告につ

いて 

第２回   ６月２２日（木） 

・会長の選定について 

・副会長の選定について 

・常務理事の選定について 

・評議員選任・解任委員会委員の選任について 

・評議員選任・解任委員会の招集および補充評議

員候補者の推薦について 

第３回 １２月 １日（金） 

・令和５年度第２次補正資金収支予算（案）の同

意について 

・経理規程の一部改正について 
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・評議員選任・解任委員会の招集および補充評議

員候補者の推薦について 

・令和５年度第２回評議員会の招集について 

・会長および常務理事の職務執行状況の報告につ

いて 

第４回 
令和６年 

３月１１日（月） 

・令和５年度第３次補正資金収支予算（案）の同

意について 

・令和６年度事業計画（案）の同意について 

・令和６年度資金収支予算（案）の同意について 

・令和６年度資金運用計画（案）の承認について 

・評議員選任・解任委員会の招集および補欠評議

員候補者の推薦について 

・令和５年度第３回評議員会の招集について 

・役員等賠償責任保険契約の締結について 

・草津市社会福祉協議会中期経営計画（案）の承

認について 

・第三者委員の委嘱について 

・福祉サービス利用援助事業（地域福祉権利擁護

事業）の運営監視における助言事項について 

・滋賀県運営適正化委員会の勧告への対応につい 

 て 

 

（評議員会） 

 開催日 議 案 

定時 
令和５年 

 ６月２２日（木）  

・令和４年度事業報告の承認について 

・令和４年度決算の承認について 

・令和５年度第１次補正資金収支予算（案）の承

認について 

・理事および監事の選任について 

第２回 １２月１２日（火） 
・令和５年度第２次補正資金収支予算（案）の承

認について 

第３回 
令和６年 

３月２２日（金） 

・令和５年度第３次補正資金収支予算（案）の承

認について 

・令和６年度事業計画（案）の承認について 

・令和６年度資金収支予算（案）の承認について 

・滋賀県運営適正化委員会の勧告への対応につい 

 て 

 

（評議員選任解任委員会） 

開催日 議 案 

第１回 
令和５年 

６月１６日（金） 

・評議員退任届の受理について 

・補充評議員の選任について 

第２回 
 

６月２８日（水） 

・評議員退任届の受理について 

・補充評議員の選任について 

第３回 
 

１２月 ７日（木） 

・評議員退任届の受理について 

・補充評議員の選任について 

第４回 
令和６年 

３月１３日（水） 

・評議員退任届の受理について 

・補充評議員の選任について 
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○他機関の会議への参画 

 

・草津市市政功労者表彰選考委員会 

・草津市民生委員推薦会 

・草津市人権擁護審議会 

・草津市健康づくり推進協議会 

・草津市ごみ問題を考える草津市民会議 

・草津市人権擁護推進協議会 

・草津市同和教育推進協議会 

・草津市自殺対策推進会議 

・草津市福祉有償運送運営協議会 

・草津市地域包括支援センター運営協議会 

・草津市障害者施策推進審議会 

・草津市特定旅館建築規制審議会 

・草津市あんしんいきいきプラン委員会 

・草津市青少年育成市民会議 

・草津市要保護児童地域対策協議会 

・草津市発達障害者等支援システム推進協議会 

・草津市平和祈念のつどい実行委員会 

・草津市地域福祉推進市民委員会 

・草津市住宅政策審議会 

・草津市社会福祉法人等審査会委員 

・日本赤十字社滋賀県支部評議員会 

・社会福祉法人滋賀県共同募金会評議員会 

・湖南地域社会福祉連絡協議会 

・滋賀県市町社会福祉協議会会長会 

・わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ・障スポ 

草津市実行委員会 

 

    

○役員研修会 

開催日 内容 参加者 

令和５年 

８月 １日（火） 

 

■滋賀県市町社会福祉協議会会長会トップセミナー 

演題：「地域擁護支援における社協の役割 ～地域 

福祉権利擁護事業の政策上の位置づけ、 

事業の方向性～」 

講師：日本福祉大学福祉経営学部（通信教育）教授 

全国社会福祉協議会 元常務理事 渋谷篤男さん 

３人 

令和５年 

１１月２６日（日） 

 

■第６回草津市福祉教養大学 第４講座 

演題：「人生は足し算命」 

講師：ＪＡ愛知厚生連海南病院医師 大橋洋平さん 

１７人 

令和６年 

２月 ６日（火） 

 

■湖南地域社会福祉連絡協議会役職員研修会 

内容：各団体の取組状況と課題等について発表と 

意見交換 

３人 

 

 

●職員会議、職員研修の開催 
市社協の適正運営や事業推進のための情報共有や共通認識を職員間で図るために、毎月

定例の職員会議を行いました。 

  また、県社協等が主催する研修に参加し、職員としての資質向上に努めました。  


